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 光村図書「国語五銀河」より（上の写真は振り仮名付本文）  

 

 みなさん、ご存知ですか。本校小学部児童が学習している教科書会社「光村図書」（国語）の「国語五 

銀河」の巻末に、手話や指文字に関する内容が載っています。本校の児童も教科書に手話や指文字が載っ

ていることを発見したときは、とてもうれしそうな様子でした。 

 その他にも、点字の紹介がされており、聴覚障がいや視覚障がいに対する理解につながればと思います。 

 以下、教科書に記載されている手話の紹介文です。 

 

手話、指文字が教科書に！ 

手話 （光村図書 国語五銀河 P252-253 ） 

「聴覚に障害のある人が、自分の考えや気持ちを表したり、人とコミュニケーションを取ったりする

方法の一つに手話があります。手話は、手の形・位置・動きと、表情や身ぶりで成り立つ言語です。  

 例えば、「楽しい」 は、両手のてのひらをむねに当て、こうごに二回ほど上下に動かします。その

とき、表情や動きの強弱によって楽しさの程度を表すことができ、まゆを上げたり、首をかしげたり

することで「楽しいですか。」という問いかけにすることができます。人の名前や地名などで、手話の

ない言葉を表すときには、五十音を手の指で表す指文字を使います。世界中には、日本語や英語のよ

うに、それぞれの国やちいきで使われている言語があります。手話もそれと同じで、それぞれの場所

でことなる手話が使われます。そして、日本の手話の中にも方言があります。例えば、「名前」を表す

手話は、東日本と西日本でことなります。東日本では、左手のてのひらに右手の親指をおし当てるの

が主流ですが、西日本では、右手の親指と人さし指で輪を作り、それを左むねに当てるのが主流です。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２） 

105                     2022.3 

 

去る 10月 28日に、令和３年度幼児体験学習を行いました。外部から 10名の幼児とその保護者の参加

がありました。 

保護者向けに、朝の会の保育参観をしてもらった後、幼稚部・教育相談説明会を実施しました。その

後、体育館に場所を移して、合同保育を行いました。 

合同保育のテーマは、東京オリンピックの年にちなんで、「まつろうオリンピック」です。まずは、親

子で手持ちの応援旗を制作しました。絵を描いたり、色塗りやシール貼りをして自分だけのオリジナル

の旗を作りました。それを持って、各種スポーツのコーナーを巡りました。幼児は、それぞれのコーナー

を楽しんだ後、首に掛けた金メダルカードにシールを貼ってもらいました。サッカー、バスケ、ボクシン

グ、ゴルフ、そり（リュージュ）、クライミング…。なぜかステージの緞帳の裏にはお化け屋敷もありま

した。中央には、聖火台と重量挙げに挑戦できるバーベルを展示し、親子で記念撮影も行いました。重量

挙げは、親子で頑張ってチャレンジする子もいました。 

聾学校幼稚部の楽しさの一端を感じていただけたかと思います。次年度も、工夫を凝らした企画で、た

くさんの幼児さんと遊べる場にしたいです。 

 

 来年度の４月から、高等学校では家庭科と社会科（新科目：公共）において、金融教育が本格

的に始まります。高等学校から習う内容ではあるものの、最近では小学校でも金融教育に関する

様々な取組がなされています。 

 この金融教育の主な目的は、一人一人がお金や資産の働きを理解し、経済的に自立することを

目指すものです。さらに言えば、経済面のみならず、自ら学び、考え、主体的に判断・行動して

問題を解決しようとする将来の社会的自立につながっていくものと考えます。 

 では、家庭でできる金融教育とはいったいどういうものなのでしょうか。参考までに、小学生

段階から学んでほしい項目をまとめました。家庭でのコミュニケーションを通して金融リテラシ

ーが高まれば、子どもたちは、普段の生活と社会とのかかわりについて考える習慣が身に付くも

のと思います。 

 

ご家庭でもぜひ、金融教育を 

１ お金の仕組み 

〇 モノやお金には限りがあり、価値のある大事なもの 

〇 お金は見えないところで、ぐるぐると回っているもの 

〇 お金は将来のために計画的に貯めて、使うものでもある 

２ 働いてお金を稼ぐ 

〇 働いて社会の役に立つと、お金がもらえる 

〇 働くことの意義（大変なこと、楽しいことなど） 

〇 働く、働き続けるうえでの努力や工夫 

〇 将来の自分のために今できることを精一杯やる努力 

３ お金を上手に使う・貯める 

〇 将来の自分のための目標を定める 

〇 お小遣い帳を有効に使い、計画的な消費行動を 

〇 支出と収入のバランスを考える 

〇 ニーズとウォンツ（必要なものと欲しいもの）の違いを明確に 

４ お金に関わるトラブル・リスクを避ける 

〇 生活のあらゆる決まりや約束を守る 

〇 友達とお金の貸し借りはしない 

〇 お金に関わるトラブルやリスクを知り、防ぐ 

〇 困ったら迷わず大人に相談する 

『金融リテラシーマップ』金融広報中央委員会編を基に改編 

 対象の子どもの年齢や発達の段階、経験等によって扱う内容は当然、

変わってきます。少しずつでも今からご家庭においても金融教育の機会

を取り入れ、金銭面の自己管理が十分にできるようかかわってほしいと

思います。 
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合同保育のテーマは、東京オリンピックの年にちなんで、「まつろうオリンピック」です。まずは、親

子で手持ちの応援旗を制作しました。絵を描いたり、色塗りやシール貼りをして自分だけのオリジナル

の旗を作りました。それを持って、各種スポーツのコーナーを巡りました。幼児は、それぞれのコーナー

を楽しんだ後、首に掛けた金メダルカードにシールを貼ってもらいました。サッカー、バスケ、ボクシン

グ、ゴルフ、そり（リュージュ）、クライミング…。なぜかステージの緞帳の裏にはお化け屋敷もありま

した。中央には、聖火台と重量挙げに挑戦できるバーベルを展示し、親子で記念撮影も行いました。重量

挙げは、親子で頑張ってチャレンジする子もいました。 

聾学校幼稚部の楽しさの一端を感じていただけたかと思います。次年度も、工夫を凝らした企画で、た

くさんの幼児さんと遊べる場にしたいです。 

 

 手話を学習するためには、手話を使ってコミュニケーションをとっているろう者、難聴者と実際に会っ

て、たくさんおしゃべりするのが１番良い方法だと思います。新型コロナウイルス感染症が流行する前は

地域の手話講習会に行ったり、手話サークルに入ったりして学ぶ人が多かったのではないでしょうか。し

かし「不要不急の外出自粛」などにより、そのような会の開催や参加が難しくなってしまいました。その

代わり、世界はデジタル化が一気に進み、手話の学び方の選択肢も増えつつあります。「人が集まるところ

に行きづらいな。」「忙しいから自分の好きな時間に学習ができたらいいな。」「やっぱり、ろう者と顔を合

わせてお話したい。」という方に、ほんの一部に過ぎませんが手話の学習方法をお伝えできればと思います。

インターネットで検索すると他にもたくさんの情報を知ることができます。有料のものもあります。ぜひ、

自分に合う学習方法が見つけてみてください。 

 

①アプリ 

 スマホやタブレットにアプリをダウンロードして、手軽に手話を学習できます。 

★「ゲームで学べる手話辞典」  

“遊ぶ”モードでは、出題される手話の意味を文字入力で答えることで、主人公が敵を倒し物語が進んで

いきます。ゲーム感覚で楽しみながら学習できます。 

★「指文字トレーナー」 

 イラストではなく、人の手で指文字を表示しているので、指文字の形が分かり 

やすいです。日本の指文字とアメリカの指文字をクイズ方式で学習できます。 

 

②オンライン教室 

 自分の都合に合わせて、自宅から気軽に受けられるオンラインレッスンはアフターコロ 

ナでも希望する人が増えるかもしれません。 

★「サインアイオー」 

 先生は全員ろう者。日本語をできるだけ使うことなく、手話を手話で学ぶことができます。 

 

③YouTube 

 近年、手話に関する動画がたくさんアップされています。都道府県や市町が公式チャンネルで 

手話動画を配信していたり、聴覚に障がいのある方が YouTuberとして活躍されていたりします。 

手話だけでなくさまざまな人の考え方も知ることができます。 

★「YURIMA GIRL」 

 2019 年に NHK の番組で「今どきデフ・ティーン」として取り上げられていたくろえさんが動画を作成し

ています。「ろうあるある」が寸劇で表現されていたり、ろう者の本音が語られたりしています。 

★「コーダ ゆりこ」 

 コーダであり、手話通訳士でもある方です。視聴者の質問に答えて、手話の勉強法などがアップされて

います。 

 

④書籍 

 手話が学べる書籍が多数出版されています。イラストや写真による解説だけでなく、DVD 付きだったり、

QR コードを読み取ると YouTube 動画にアクセスして動画が見られたりするものがあります。 

★「気持ちが伝わる はじめての手話」 

 よく使う単語や簡単な会話、コロナ禍以降の新しい生活様式に対応した手話 

表現が収録されています。 

★「わくわく！納得！手話トーク」 

 著者の松岡さんが手話の研究やろう者との交流を通じて学んだことをマンガ 

やコラムで分かりやすく解説しています。 

 

コロナ禍の手話学習法 
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グ、ゴルフ、そり（リュージュ）、クライミング…。なぜかステージの緞帳の裏にはお化け屋敷もありま

した。中央には、聖火台と重量挙げに挑戦できるバーベルを展示し、親子で記念撮影も行いました。重量

挙げは、親子で頑張ってチャレンジする子もいました。 

聾学校幼稚部の楽しさの一端を感じていただけたかと思います。次年度も、工夫を凝らした企画で、た

くさんの幼児さんと遊べる場にしたいです。 

 

『ヒゲの校長』 

 大正末期から昭和初期、聴覚障がい教育は、口話法（口元を 

読み取り理解する方法）がろう教育界を席巻し、手話を締め出 

した時代でした。口話法絶対の流れに対して、異を唱えたのは 

大阪市立聾啞学校の校長髙橋潔先生でした。手話教育の普及に 

努め、「手話の父」と呼ばれた髙橋潔の生涯を描いた映画です。 

【2022 年夏公開予定】 

 

『コーダ あいのうた』 

 耳の不自由な家族の中で唯一耳が聞こえる少女（ＣＯＤＡ） 

が歌の才能を認められたことをきっかけに、夢と現実のはざま 

で葛藤するドラマです。アカデミー賞最有力とも称されます。 

聴覚障がいのお父さん役も主演男優候補にあがっています。 

【2022年１月 21日全国公開《PG12指定》】 

  

『無聲 The Silent Forest』 

 台湾のろう学校で起きた暴行事件をモチーフにした社会派ド 

ラマです。同級生の少女が暴力を受けている現状に遭遇した少 

年が、教師と共に彼女を救おうと奔走します。 

【2022年台湾作品。2022 年１月 14日より、全国順次公開中】 

 

『白い牛のバラッド』 

 夫を冤罪による死刑で失ったシングルマザーを巡るサスペン 

ス作品です。主人公のシングルマザーが育てる愛娘ビタ役を演 

じるアーヴィン・プールラウフィは、両親がろう者で、手話を 

日常的に使っているコーダだそうです。ろうあの少女ビタを自 

然に演じきっています。【2022年２月 18日公開】 

 

『夏の光、夏の音』 

 喫茶店で働く全盲の女性・麻衣のもとに、不愛想な客、健太 

郎がやってきました。彼はろう者でした。「見えない」と「聞 

こえない」、2人の世界は決して交ざり合うことなどないと思っ 

た麻衣ですが、あることがきっかけで少しずつその距離は縮ま 

っていきます。【2019年作品】 

  

『きらめく拍手の音』 

 聞こえる「わたし」が見つめる、聴こえない両親の世界。 

耳の聴こえない父母の日常を、娘（監督）がカメラに収めます。 

表情豊かな手話が交差する、静かだけれどにぎやかな家族のド 

キュメンタリーです。【2017 年韓国作品】 

 

聴覚障がい者が登場する映画１ 
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聾学校幼稚部の楽しさの一端を感じていただけたかと思います。次年度も、工夫を凝らした企画で、た

くさんの幼児さんと遊べる場にしたいです。 

 

『サウンド・オブ・メダル ～聞こえるということ～』 

 配信ドラマでしたが、昨年 11月に劇場公開されました。突如 

難聴になったドラマー、ルーベンの挫折と再生を描いています。 

ライブ活動への未練を断ち切れないルーベンは、人工内耳手術を 

受けますが・・・。アカデミー賞主要６部門ノミネート、音響賞・ 

編集賞を受賞しました。Amazonで視聴できます。 

 

『ワンダーストラック』 

 50年隔てた時代に生きる二人の聴覚障がいの子どもが主人公。 

1977 年、ベンは母の死後、一度も見たことのない父に会いたい 

と、ニューヨークへ向かいます。1927年、ローズは不思議な女 

優の夢を見て、ニューヨークへ向かいます。二人のこどもはお 

互いニューヨークへ向かい、そこで物語に大きな出来事が起こ 

ります。ローズ役のミリセント・シモンズ（当時 13歳）は、聴 

覚障がいのある女優です。ＤＶＤ化、レンタル店での貸出有。【2018年作品】 

 

『ケイコ 目を澄ませて』 

 両耳が聞こえないプロボクサー・ケイコと、視力を失いつつあ 

るトレーナー・笹木の交流を描いたドラマ作品です。耳が聞こえ 

ないプロボクサーの実話は映画化しています。原作は、元プロボ 

クサー・小笠原恵子さんの自伝「負けないで！」です。 

【2022年内公開予定】 

 

 

 

聴覚障がい者が登場する映画２ 
 

第 24 回夏季デフリンピック競技大会 

 第 24回デフリンピックは、2022年５月にブラジルのカシアス・ド・スルで開催することになり

ました。（本来は 2021年 12月開催予定でしたが、延期になりました。） 

 詳細については、デフリンピック公式ホームページ（英語）に掲載されていますので、ご覧くだ

さい。【https://www.deaflympics2021.com/】 

 みんなでデフリンピックを応援しましょう！！ 

 

 

 

 

 

 デフリンピック表彰式での国歌「君が代」の手話は、前回大会まで統一されたものがありません

でした。そのため日本のメダリストは、各自私的な手話で表現していました。この度、全日本ろう

あ連盟により、国歌「君が代」の手話言語訳試行版が作成されました。 

 【https://deafsportal.com/movie/】 

 第 24回デフリンピックで国歌「君が代」を手話でも見られることを期待しましょう！！ 
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グ、ゴルフ、そり（リュージュ）、クライミング…。なぜかステージの緞帳の裏にはお化け屋敷もありま

した。中央には、聖火台と重量挙げに挑戦できるバーベルを展示し、親子で記念撮影も行いました。重量

挙げは、親子で頑張ってチャレンジする子もいました。 

聾学校幼稚部の楽しさの一端を感じていただけたかと思います。次年度も、工夫を凝らした企画で、た

くさんの幼児さんと遊べる場にしたいです。 

 

 「ロジャー・ペン」の後継機として、「ロジャー・オン」が発売されました。 

 

 フォナック社の「ロジャー」製品は、難聴者のニーズに合わせてワイヤレス補聴援助システムを

提供しています。 

 「ロジャー」は、補聴器のみでは聞き取りにくい、雑音の多い場所での会話や、授業や講演など

離れた距離の会話をしっかり聞くために効果を発揮するものです。 

 送信機（ワイヤレスマイクロホン）が集音し、補聴器の受信機を通じて、補聴器に音声を直接届

けます。騒音下や離れた場所で効果を発揮します。 

 新しい「ロジャー・オン」は、従来モデルの「ペン」と「セレクト」の良い点を合わせたような

ワイヤレスマイクになっており、使用するシーンや会話の相手の状況に合わせた使い方ができる

ようになっています。 

 

 小さなＬＥＤランプでしか確認できなかった従来モデルから、ディスプレイ搭載となり、見や

すく使いやすくなっています。プレゼンターモード（  ）、卓上モード（  ）、インタビューモ

ード（  ）、外部入力モード（  ）などがマークで識別できます。 

 

 

 

 

 

 

話し手が離れている場合は、話し手の胸元に  ロジャーオンにネックストラップを取り付けれ、 

ロジャーオンを取り付けてもらいます。    話し手の首にかけてもらうこともできます。 

新製品：ロジャー・オン 


